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国内クラス分け対象者
１）過去に国内及び国外クラス分けを受けたことがないもの

クラスステイタスNew

２）過去に国内クラス分けを受け、以下の国内クラスステイタスを

取得しているもの

クラスステイタス Review 及び

FRD○○○○（○が当該年度を示すもの）

※昨年度までは、Reviewの選手に対しては、原則として競技観察のみを行ってい

ましたが、2018年度からは機能検査（Physical Assessment）の対象となります。

３）クラス分け規則の変更などにより再度クラス分けの実施が必

要となったもの

対象者に対してはクラス分け運営委員会から別途連絡します。



2018年度から国内クラス分け実施方法が
変更となります。

•国内クラス分けを競技前日から実施します。
競技前日：機能評価（Physical Assessment)

技術評価（Technical Assessment)

競技当日：競技観察（Observation Assessment）

•国内クラス分けを受けるために下記資料の提出が
必要となります。

国内クラス分け診断書
→ 障がい原因、治療内容等の確認のため

※国内クラス分け受検時までにクラス分け運営委員会まで御提出ください。

国内クラス分け事前申告書
→競技歴、練習状況などの確認のため

※国内クラス分け受検連絡の際にクラス分け運営委員会から送付いたします。必要事項

をご記入の上、国内クラス分け受検時までにクラス分け運営委員会まで御提出ください。



2018年度 国内クラス分け実施方法

（新） クラス確認
クラス分けスケジュール作成

対象選手への連絡
機能検査
技術評価

競技観察
MASH測定

○大会前日に機能検査・技術評価、競技当日に競技観察を実施
・前日開催とする事でクラス分けに必要な機能検査・技術評価の時間を十分に確保す
る事ができる。
・教示当日の選手への負担が軽減できる。
・競技当日にもれなく競技観察、MASH測定を実施する事ができる。
・選手ならびに指導者への質問などへの十分な対応時間が確保できる。

・クラス分け対象者に事
前に実施会場ならびに、
スケジュールをお知らせ。

・国内クラス分けに必要
な各種書類をJPAホーム

ページよりダウンロード
し事前提出。

・クラス分けスケ
ジュールに従って
機能検査、技術評
価を実施。

・一番最初の種目にて競技観察を
実施します。

・競技観察を実施した選手について
は、競技観察終了後に、TICにクラス
分け最終結果を掲示いたします。



2018年度国内クラス分け実施予定

大 会 名（ 開 催 地 ）
国内クラス分け
実 施 日

競 技 日

第23回関東パラ陸上競技選手権大会
（東京都町田市）

6月29日（金）
6月30日（土）
7月 1日（日）

2018ジャパンパラ陸上競技大会
（群馬県前橋市）

7月6日（金）
7月7日（土）
8日（日）

第29回日本パラ陸上競技選手権大会
（香川県高松市）

8月31日（金）
9月1日（土）
2日（日）

第38回大分国際車いすマラソン大会
（大分県大分市）

11月17日（土） 11月18日（日）

※上記は、あくまで5月末時点の予定になります。正確な情報につきましては、
各大会開催要項にてご確認ください。
※国内クラス分け対象者については、競技開催前にクラス分け運営委員会
より開催日時についてのご連絡を差し上げます。


